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Agenda

 SDN化領域の拡⼤

 技術開発チャレンジの⽅向性

 現在⼒を⼊れている取り組み（NSP）
• Network Solution Platformとは
• NSPのユースケース
• NSPが⽬指す運⽤/DevOps
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SDN化 Step1: データセンタ内

Enterprise Cloud
Data Center

Virtual Servers

Inside Data Center

Automatic 
Configuration

SDN

OFSW: OpenFlow Switch
LB: Load Balancer
FW: Firewall

Network
Controller

OFSW OFSW

FWLB

Customer Portal

VPN

データセンタ内のNWコンフィグレーションの⾃動化とお客様ポータルからの即時のNW制御
を実現するネットワークコントローラの開発
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SDN化 Step2: データセンタ間

OFSW*

Country A

Virtualized Network between 
Data Centers

Enterprise Cloud Enterprise Cloud

Customer Portal

* OFSW : OpenFlow Switch

Data center in Data center in
Country B

お客様ポータルからのエンタープライズクラウド間帯域コントロールを実現

Network
Controller

OFSW*
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SDN化 Step2: データセンタ間

DC

Colo servers

Virtualized Network

LAN

Customer Location
Neighbor DC

（Colo）

Internet

Cloud‐On‐premise
Connectivity

• Same IP segment
• Seam‐less connectivity for

Cloud/Colo/On‐premise

Cloud‐Colo
Connectivity

Enterprise Cloud

オンプレ、コロケーション、データセンタとクラウドのネットワークをSDNで接続
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SDN化 Step3: データセンタ〜WAN間

MPLS
Inter‐AS option B

eBGP
Open
Flow

VLAN MPLS

API

SDN
Controller

Data centre
Network MPLS‐VPN

エンタープライズクラウドとVPNの接続⾃動化を実現
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SDN化領域の拡⼤

IoT

Data Center Data Center

Service Network

W
AN

LA
N

Transport Network

Enterprise
Cloud

Enterprise
Cloud

Cl
ou

d

Horizontal expansion

SaaS

IaaS

Third Party Cloud Service

Vertical Expansion

Software-Defined 
Exchange, 
Multi-Cloud Connect,
…

Software-Defined Network Service,
UNOフレキシブルイーサオプション,
TransportSDN, 
…

他社のSaaSやCloudサービスとの接続の拡⼤とCloudからWANやLANに向けたSDN化の対
象の拡⼤の両⾯で進めて⾏く
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技術開発チャレンジテーマ

3

 オープンソース活⽤/ 内製開発
 カスタマイズ性
 開発期間短縮
 相互接続性
 CAPEX/OPEX削減

2

 Disaggregation/ Whitebox活⽤
 技術⾰新への即座の追従
 カスタマイズ性
 在庫・予備品最適化

1

 付加価値VxF（Virtual X Functions）
 可視化
 セキュリティ / TE

 Edge Computing

…
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データセンター内・間における
Whitebox/Disaggregationデバイス適⽤

U-Plane

SDN Controller

white-box
Switch

M/C-Plane

NW OS
Hypervisor

×：個別管理/⼿動設定によるOPEX増
×：ベンダに依存した開発
×：ベンダロックインによるOPEX/CAPEX増

○：集中管理/⾃動化によるOPEX減
○：ユーザ主導の開発
○：ベンダフリーによるOPEX/CAPEX減

U-PlaneC/U-Plane

①C/U分離

②H/S分離

③機能分離 AppApp App
VMVM VM

white-box
Switch

NW OS
SwitchSwitch Switch

All-in-one型 Disaggregation型

Disaggregation/ 
Whitebox活⽤

White-Box Switch等の汎⽤ハードの登場により、ハードウェアとソフトウェアが分離(H/S
分離)され、機能の仮想化/疎結合が促進し、CAPEX/OPEX削減やベンダに縛られない⾃由で
迅速な開発が期待できる
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Transport NWにおける
Disaggregationデバイス適⽤

課題①：システム全体が密結合しているため、
機能追加・拡張が技術的に難しく、時間を要す ⇒ 陳腐化/CAPEX増

Amp
WSS

MUX/DeMUX
Tp./Mux Tp.

ODU XC
Packet Switch

光ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

Amp
WSS

MUX/DeMUX
Tp./Mux Tp.

ODU XC
Packet Switch

光ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

伝送Node伝送Node

課題②：システム全体がベンダロックインされるため、
物品価格・保守費が⾼⽌まる ⇒ CAPEX/OPEX増

Vup

ESM/NMS

Amp

光ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

VNF

Transport SDN Controller

WSS

MUX/DeMUX

Packet Switch

Vup

Vup

解決策①：疎結合化により機能部毎に安くて適切な機能を迅速に導⼊
⇒ 迅速な品質・性能向上によるCAPEX減

解決策②：ベンダフリーなシステムにより競争原理を活⽤
⇒ CAPEX/OPEX減

Tp./Mux Tp.

ODU XC

PNF PNF
Vup

Amp

光ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

VNF

WSS

MUX/DeMUX

Packet Switch

Tp./Mux Tp.

ODU XC

Vup

Vup

All-in-one型 Disaggregation型

Disaggregation/ 
Whitebox活⽤

All-in-one型ソリューションの導⼊により密結合・ベンダロックインされているトランスポートNWを
Disaggregation型ソリューションにより疎結合・ベンダフリー化し品質向上・コスト削減の実現を⽬指す
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Open Source Networking オープンソース活⽤
/ 内製開発

オープンソースネットワークとしては様々なものが存在するが、ONOS・CORDを中⼼に検証
等を進めている
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OOL (Okinawa OpenLab)でのCORD検証

本プロジェクトはNTTコムをはじめ、NEC様、OKIT様、⽇商エレクトロニクス様、イイガ様、
そして台湾の台湾交通⼤学（NCTU）様、delta電⼦様と共同で進めており、昨年度は沖縄
オープンラボのテストベッド上にCORD環境を構築し、動作検証や信頼性評価を実施しました。
今年度は評価対象をCORDに限定せず、海外との連携を含めたフルオープンソースでのVNF基
盤の構築および検証を進めています。

オープンソース活⽤
/ 内製開発
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内製開発環境（例）

Development
& Unit Test

Requirement
Design

Developer

Reviewer

Review

Verify

propose

QA

Task Management

Documentation

Integration

push

Deploy
CI

Web hook
Build

Automation

+

Automation

Release

Test management

Process
Infrastructure Communication Virtual EnvironmentFile Sharing User Management

API First

Development
Environment

各種コントローラを内製にて開発
仮想環境の利⽤や各種SaaSの利⽤、CIツールでのパイプライン化により、迅速な開発を実現

オープンソース活⽤
/ 内製開発
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NSP (Network Solution Platform) のコンセプト

バックボーンネットワーク
（クローズド）

バックボーンネットワーク
（オープン）

事業者/クラウド

アクセスネットワーク
（クローズド）

アクセスネットワーク
（オープン）

企業

CDN
[キャッシュ]

DDoS対策
[軽減]

綺麗にする

貯める投げる

曲げる

・
・・

吸い込む

CDN
[キャッシュ]

⽌める

曲げる

SD-
WAN

貯める投げる

Hybrid Cloud
サーバーCPE Security

as a Service
[防御]

危険サイト⽌める

危険サイト×
コンテンツ

視聴者

攻撃者

Prox
yetc.

VNF Pool

×
その他

etc.

VNF Pool

ユーザの通信をFunction Pool上の機能を通すことで、付加価値を提供する

付加価値VxF
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NSP (Network Solution Platform)

DCI

CoreNW

Mobile (e.g. 5g) Fixed (e.g. NGN)

LAN

OSS/BSS

Service A
Controller

Data Analytics
Platform

トラフィックの集約ポイントに基づき、3つのレベルにNWEdge機能（VxF基盤）を配備
・DC/IaaS: ユーザ基盤の近傍 提供エリアの拡⼤
・NWEdge: コアNW付近での機能追加
・CPE: ユーザに近い機能を提供
これらのNWEdgeにトラフィックを曲げて（引き込んで）付加機能を追加する。また、複数
Serviceかつ複数基盤にまたがるVNF運⽤基盤を構築する。

NWEdge-Subset

VxF

NWEdge-
Subset

Other NW
Internet

VxF

NWEdge-Subset

VxF VxF

NWEdge

NWEdge

VxF VxF

VxF

Service B
Controller

Operation Platform

DC/IaaS

NWEdge

CPE

other
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インターネットゲートウェイセキュリティ

クラウドサービスの業務利⽤が増え、インターネットGWの重要度がより⾼まっているなか、
これまでの集約型インターネットGWに替わり、可⽤性の⾼い分散型インターネットGWがお
客さまのビジネス展開をサポート
インターネットGW機能をNWEdgeにて提供することで柔軟なスケールアウトや耐障害性の
向上を実現
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運⽤（これまで）

設備監視からのアラートやユーザからの申告を⼈⼒で判別し、⼿動で対応したり、交換対応を
実施してきた。これによりオペレータの稼働がかかっている。また、ネットワーク機器やサー
バ機器にとどまらず、VMやContainer技術の導⼊により故障の複雑化が進み、⼀辺倒な対応
が困難になり、お客様への通知が遅れるなどの課題がある

⼊⼒

監視アラーム

申告/Web
/メールインシデント検知

イベント分類

記録（クローズ）

警告

危険

情報通知
⼀次対応

⾃動対応

問題管理

変更管理

サービス要求

サービス
要求以外初期診断⼀次対応

⼆次対応

性能管理

オペレータ

運⽤リーダ/開発者

運⽤リーダ/開発者

オペレータ

※

※システムに関する質問/
標準的変更等（exパスワードロック等）

影響範囲切り分けに
時間がかかり、遅延

⼿動での対応で
稼働がかかる
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運⽤（これから）

アラーム情報を元に⾃動でイベント分類を⾏うことで迅速な情報通知を実現し、⾃動対応を増
やすことでOPEXを削減する
さらにユーザへの状態可視化を促進することで申告の数を削減する

⼊⼒

監視アラーム

申告/Web
/メールインシデント検知

イベント分類

記録（クローズ）

警告

危険

情報通知
⼀次対応

⾃動対応

問題管理

変更管理

サービス要求

サービス
要求以外初期診断⼀次対応

⼆次対応

性能管理

オペレータ

運⽤リーダ/開発者

運⽤リーダ/開発者

オペレータ

※

※システムに関する質問/
標準的変更等（exパスワードロック等）

⾃動化

ユーザへの状態可視化や
迅速な通知等で申告数減

⾃動対応の拡充
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（例）PoC環境

Incident Management

GKE

CtrlerCtrler

Management

運⽤基盤の各モジュールはContainer化（もしくはVM化）し、クラウド上に構築することで
容易にスケールアウトを実現するとともに、それぞれをAPIベースで連携することで、迅速に
インテグレーションが可能となる
監視データのみならず、Incidentの対応ログやチケットログのデータも蓄積することで、障
害時のサポートや⾃動化シナリオのインプットを作成

NWEdge-Subset

VxF VxF
other

NWEdge

VxF VxF

NWEdge-
Subset

VxF

Service
Monitoring

(SaaS)

User

Operator

IntegrateData Analytics
Platform

Automation
(healing)

Monitoring

operation log, 
knowhow

Visualization / Notification

control

Ticket log
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迅速なサービス提供に向けて

機能試験や性能試験、可⽤性の確認など
のシナリオを⾃動実⾏

CloudのNFVにはB/G Deployment, 
NWEdgeにはRolling update, CPEに
はIn-Place updateを使い分け

CI/CDのパイプラインでこれまでのイベントの簡略化し、迅速なサービス提供を実現

開発判断
開発

テスト（⼿動）
リリース判断

⼯程審議
KPI取得（⼿動）

バックログ管理
開発

テスト⾃動化
パイプラインで完結

Deploy⾃動化
KPI⾃動算出

AfterBefore

Feedback

Feedback

User

PO

Prioritize

Data Analytics
Platform

Dev

Backlog

pull

Code

push

Feedback Test

Lab env

production

Test

Deploy

Deploy

KPI
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まとめ

 SDN化領域の拡⼤
 SDNを駆使して様々なクラウドサービスとの接続および、クラウド、

WAN、LANといった部分への機能提供を⽬指す

 技術開発チャレンジの⽅向性
 Disaggregation/ Whitebox活⽤やオープンソース活⽤、内製開

発を通して、技術⾰新に追従するとともに迅速なサービス提供を⽬
指す

 現在⼒を⼊れている取り組み（NSP）
 トラフィックの集約ポイントにNWEdgeを構築し、VxFを柔軟に

提供できる基盤を準備することでユーザに付加価値を提供する
 NSPの取り組みでは運⽤やサービス開発のサイクルを⾒直し、早期

なサービス提供を⽬指す
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ご静聴ありがとうございました。


